
 

   東 京 電 力 株 式 会 社 の 電 気 料 金 の 値 上 げ 抑 制 と 電 力 制 度 改 革 の 推 進 を     

   求 め る 意 見 書  

 

 東 京 電 力 株 式 会 社 は 、 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 を 受 け 、 現 在 、 国 内 原 子 力

発 電 所 が ほ と ん ど 停 止 す る と い う 事 態 と な っ て お り 、 電 気 の 安 定 供 給 の た め 火 力

発 電 所 の 運 転 再 開 、 新 た な 電 源 の 緊 急 設 置 な ど 取 り 組 ん で い る が 、 こ の 費 用 の ほ

か 大 幅 な 燃 料 費 の 増 加 が 生 じ 、 徹 底 し た コ ス ト ダ ウ ン の 取 り 組 み に よ っ て も 深 刻

な 経 営 状 況 は 解 消 で き な い と し 、 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 よ り 企 業 な ど へ の 契 約 電 力

５ ０ ｋ ｗ 以 上 の 自 由 化 部 門 の 電 気 料 金 を 平 均 で 約 １ ７ ％ の 値 上 げ を 行 う と し て い

る 。 横 浜 市 の 試 算 に よ る と 、 自 由 化 部 門 の 電 気 料 金 値 上 げ が 行 わ れ た 場 合 、 横 浜

市 は 年 間 約 ２ ０ 億 円 の 負 担 増 、 ま た 、 市 内 企 業 は 200 億 円 を 超 え る 負 担 増 と な

り 、 経 済 活 動 や 市 民 生 活 に も 重 大 な 影 響 を 与 え る こ と に な る 。  

 我 が 国 の 経 済 が 低 迷 す る 中 、 と り わ け 、 経 営 基 盤 の 弱 い 中 小 企 業 は 、 電 気 料 金

の 値 上 げ に よ る コ ス ト 増 を 販 売 価 格 等 に 転 嫁 す る こ と が で き ず 、 極 め て 厳 し い 経

営 を 強 い ら れ る こ と と な る 。  

 ま た 、 電 気 料 金 制 度 ・ 運 用 の 見 直 し に 係 る 有 識 者 会 議 の 議 論 を 踏 ま え 、 で き る

だ け 早 い 時 期 に 家 庭 向 け な ど の 規 制 部 門 の 電 気 料 金 値 上 げ を 国 に 申 請 す る 方 向 で

動 い て い る が 、 規 制 部 門 の 電 気 料 金 ま で も 値 上 げ と な る と 、 さ ら に 消 費 が 停 滞 し

国 民 生 活 と 経 済 情 勢 は 悪 化 の 一 途 を た ど る こ と が 予 想 さ れ る 。  

 一 方 、 電 力 市 場 は 競 争 原 理 が 機 能 さ れ ず 、 地 域 独 占 の 弊 害 に よ る 高 コ ス ト 構 造

が 改 め て 明 ら か に な っ て お り 、 安 易 な 値 上 げ は 容 認 で き る も の で は な く 、 競 争 的

で 開 か れ た 電 力 市 場 の 構 築 な ど 電 力 制 度 改 革 の 推 進 が 不 可 欠 で あ る 。  

 よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 、 東 京 電 力 株 式 会 社 に 対 し て 、 電 気 料 金 の 値 上 げ 抑

制 に 向 け さ ら な る 企 業 努 力 に 努 め る よ う 指 導 し 、 規 制 部 門 の 電 気 料 金 値 上 げ に 対

し て は 慎 重 に 取 り 計 ら う と と も に 、 電 力 制 度 改 革 を 推 進 す る よ う 強 く 求 め る も の

で あ る 。  

 こ こ に 横 浜 市 議 会 は 、 全 会 一 致 を も っ て 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意

見 書 を 提 出 す る 。  

  

   平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ３ 日  



 

  

 内 閣 総 理 大 臣   

 経 済 産 業 大 臣   

  

                          横 浜 市 議 会 議 長     

                            佐  藤    茂   

 

あ て  


